
ハートテック六角橋 

指定通所介護〔通所型独自サービス〕事業 

運 営 規 程 

事業の目的 

第1条  株式会社ハートテックが開設するハートテック六角橋(以下「事業所」という。) が行う指定通所介

護〔通所型独自サービス〕事業（以下「事業」という。）の適切な運営を確保するために人員及び管

理運営に関する事項を定め、指定通所介護〔通所型独自サービス〕の提供に当たる従業者（以下｢従

業者｣という。）が、要介護状態又は要支援状態にある高齢者に対し、適正な指定通所介護〔通所型独

自サービス〕を提供することを目的とする。 

運営の方針 

 第２条  この事業は、利用者の要介護状態の軽減若しくは悪化の防止又は要介護状態となることの予防に資

するよう、その目標を設定し、計画的に行われなければならない。 

    ２ 指定通所介護〔通所型独自サービス〕事業者は、自らその提供する事業の質の評価を行い、常にそ

の改善を図らなければならない。  

    ３ この事業は、要介護状態等の軽減もしくは悪化の防止に資するよう、その目的を設定し、計画的に

行うとともに、事業の実施に当たっては、地域との結びつきを重視し、市町村、地域包括支援センタ

ー、居宅介護支援事業者、通所型独自サービス事業者、他の居宅サービス業者、他の通所型独自サー

ビス事業者、その他の保健・医療・福祉サービスを提供する者、住民による自発的な活動によるサー

ビスを含めた地域における様々な取り組みを行う者等と密接な連携を図り、総合的なサービスの提供

に努める。 

事業の名称 

第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は次のとおりとする。 

    １）名称  ハートテック六角橋 

    ２）所在地 神奈川県横浜市神奈川区栗田谷 48-21 コミタス栗田谷 1 階  

職員の職種、員数、及び職務の内容 

第４条 事業に勤務する者の職種、員数、及び職務の内容は次のとおりとする。 

  １）管理者１名（常勤兼務職員１名） 

     管理者は、事業所従業者の管理及び業務の管理を一元的に行うとともに、その教育、指 

導、通所介護計画の作成等を行う。 

  ２）単位１ 

 イ．生活相談員３名（常勤兼務職員３名） 

    生活相談員は利用者に対し生活全般の相談を懇切丁寧に対応し、利用者又は家族に対しサ

ービス提供方法等の相談に応ずる。   

 ロ．看護職員 6 名（常勤兼務職員 2 名） 

           （非常勤兼務職員４名） 

     看護職員は利用者の特性を踏まえて適切な看護業務を行う。 



  ハ．介護職員 10 名以上（常勤兼務職員 9 名） 

     介護職員は、利用者の日常生活の自立に資するように適切な介護を行う。 

  ニ．機能訓練指導員２名（常勤兼務職員２名） 

     利用者の心身の諸機能の維持回復を図り日常生活の自立に資するよう機能訓練を提供す

る。   

営業日及び営業時間 

第５条 事業所の営業日及び営業時間は次の通りとする。 

１）営業日  月曜日～日曜日（祝日を含む）とする。 

 イ．年間休日は１月１・2・3 日のみとする。 

  ２）営業時間 ８時３０分～１７時３０分までとする。 

イ． サービスの提供時間は 9 時 30 分～16 時 30 分までとする。 

指定通所介護〔通所型独自サービス〕の利用定員 

第６条 利用定員は月曜から日曜まで 28 名とする。 

指定通所介護〔通所型独自サービス〕の内容 

第７条 指定通所介護〔通所型独自サービス〕の内容は次のとおりとする。 

１） 送迎 

２） 健康チェック（血圧測定、脈拍、体温測定等） 

３） 個別機能訓練及び日常生活動作訓練 

４） 食事 

５） レクリエーション 

６） 入浴 

指定通所介護〔通所型独自サービス〕の利用料及びその他の費用の額 

第８条 指定通所介護〔通所型独自サービス〕を提供した場合の利用料の額は次のとおりとする。 

１） 指定通所介護〔通所型独自サービス〕を提供した場合の利用料の額は厚生労働大臣が定める基準に

よるものとする。 

２） 指定通所介護〔通所型独自サービス〕が法定代理受領サービスであるときは、その１割又は２割及

び３割の額とする。 

３） その他の費用 

      食事代はおやつ代含み 700 円 

前項の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文章で説明したうえで支払いに同意する旨

の文章に署名（記名押印）を受けることとする。 

通常の事業の実施地域 

第９条  通常の事業の実施地域は、神奈川区の区域とする。 

サービス利用に当たっての留意事項  

 第１０条   

１．利用者は施設内に持ち込む私物に個人が特定できる名前を記入し紛失しないよう注意する。 



     ２．利用者は飲酒をして施設を利用してはならない。 

     ３．利用者が施設内で暴力を振るうなど他の利用者に迷惑をかける行為をしてはならない。 

非常災害対策 

第１１条  事業所は、非常災害に関する具体的計画を立てておくとともに、非常災害に備えるため、年２回

定期的に避難救出その他必要な訓練を行う。 

緊急時の対応 

  第１２条  事業所は、利用者に急変が生じた場合には必要に応じて臨時応急の手当を行うとともに家族など

に連絡を行い必要な措置を講じなければならない。 

事故発生時の対応 

 第１３条  事故対応に関しては、「事故発生時及び緊急時対応マニュアル」に従い、管理者に報告するとと

もに必要な措置をとる。また事故の分析及び対策を職員に周知する。 

苦情および相談に対する体制 

 第１４条  事業所の苦情および相談については（苦情相談担当窓口）管理者久保完太とし受付時間を毎日８

時３０分~１７時３０分とする。 

その他運営に関する重要事項 

 第１５条   

１．この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は、株式会社ハートテックと事業所の管

理者との協議に基づいて定めるものとする。 

     ２．従業者は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

     ３．従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従業者でな

くなった後においても、これらの秘密を保持すべき旨を従業者との雇用契約の内容とする。 

     ４．指定通所介護事業[通所型独自サービス]は、利用者の使用する食器その他の設備又は飲用に供す

る水について衛生的な管理に努め又は衛生上必要な措置を講ずる。 

     ５．指定通所介護事業[通所型独自サービス]は事業所内において感染症が発生し、又蔓延しないよう

必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

     ６．通所介護利用者に関する全ての帳票類の保存期間はその終了の日から５年間とする。 

７．事業所は、従業者の質的向上を図るための研修の機会を次の通り設けるものとし、また  

業務体制を整備する。 

       イ．採用時研修 採用後３ヶ月以内 ロ．継続研修  年 2 回 

第三者評価の実施状況 

 第１６条   無実施 

秘密保持 

 第１７条  利用者の個人情報の取り扱いについては当施設の個人情報保護規程に基づき、関係者以外 

に漏れることのないよう細心の注意を払う。 

虐待防止のための措置に関する事項 

第 18条 虐待の防止のための指針に基づき、虐待防止に努めます。 



ハラスメント対策の基本方針 

第１８条 

事業所は、従業者が安心して働ける環境を確保し、質の高い介護サービスを提供するためにハラスメン

ト対策を強化しています。これには、職場におけるセクシュアルハラスメントやパワーハラスメント、利

用者やその家族からのカスタマーハラスメントへの対応が含まれます。 

 事案発生時の対応 

ハラスメントと判断された場合、マニュアルに基づき即座に対応し、再発防止策を検討します。行為者

に対しては、関係機関への連絡、相談、環境改善措置、場合によっては利用契約の解約等の措置を講じる

こともあります。 

 

附則 

 この規程は平成１５年１２月 １日から施行する 

 この規程は平成１６年 ４月 １日から施行する 

 この規程は平成１６年 ８月 １日から施行する 

 この規程は平成１７年 ３月 １日から施行する 

 この規程は平成１７年１１月 １日から施行する 

 この規程は平成１８年 ４月 １日から施行する 

 この規程は平成２１年 １月 １日から施行する 

 この規程は平成２１年 ７月 １日から施行する 

 この規程は平成２１年１０月 １日から施行する 

 この規程は平成２２年 ５月 １日から施行する 

 この規程は平成２４年 ４月 １日から施工する 

 この規程は平成２６年 ６月 １日から施行する 

 この規程は平成２７年 ４月 １日から施行する 

 この規程は平成２７年１０月 １日から施行する 

 この規程は平成２７年１２月 １日から施行する 

 この規程は平成３１年 ２月 １日から施行する 

 この規定は令和 ３年 ６月 １日から施行する 

この規定は令和 ８年 ６月 １日から施行する 


